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今
年
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
・
平
和
の
尊
さ
を
皆

さ
ん
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
、「
原
爆
展
」
を
は
じ

め
様
々
な
平
和
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

「
原
爆
展
」
で
は
、
広
島
の
被
爆
資
料
や
水
爆

実
験
で
「
死
の
灰
」
を
浴
び
た
第
五
福
竜
丸
の
現

物
資
料
な
ど
を
展
示
し
、「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
に
託
さ

れ
た
平
和
の
願
い
」
と
題
し
て
こ
の
バ
ラ
に
ま
つ

わ
る
平
和
運
動
も
紹
介
し
ま
す
。
主
催
は
原
水
爆

禁
止
西
宮
市
協
議
会
、市
、市
教
育
委
員
会
、
西
宮

親
子
劇
場
。
広
島
市
、
長
崎
市
な
ど
後
援
・
協
力
。

ま
た
、「
平
和
灯
ろ
う
流
し
」
や
「
親
子
劇
場
映

画
会
」
な
ど
も
開
か
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は
同
協
議
会
（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
４
７
３
…
市
国
際
交
流
課
内
）
へ
。

「
原
爆
展
」
は
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
フ
レ
ン
テ
と
西
宮
市
国
際

交
流
協
会
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
い

ず
れ
も
フ
レ
ン
テ
西
宮
４
階
）

で
開
催
し
ま
す
。
期
間
は
７
月

１７
日
か
ら
２２
日
ま
で
、
時
間
は

午
前
１０
時
（
１７
日
は
１１
時
）
か

ら
午
後
７
時
（
２２
日
は
正
午
）

ま
で
で
す
。
入
場
無
料
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

被
爆
資
料
・

写
真
パ
ネ
ル

「
原
爆
の
強
烈
な
熱
線
で
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
服
」、「
熱
戦

を
浴
び
た
瓦
や
竹
」、「
高
熱
で

変
形
し
た
ガ
ラ
ス
瓶
」
な
ど
広

島
平
和
記
念
資
料
館
か
ら
借
用

し
た
現
物
資
料
や
、
広
島
・
長

崎
の
被
爆
状
況
を
伝
え
る
写
真

パ
ネ
ル
（
市
所
蔵
）
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

ア
ン
ネ
の
バ
ラ
に
託

さ
れ
た
平
和
の
願
い

〜
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
展

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
の
ア
ン

ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
短
い
生
涯
を

写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
彼
女
の
平
和
へ
の
願
い

を
受
け
継
ぐ「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」

の
平
和
運
動
や
、
こ
の
バ
ラ
の

生
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
展
示
は
、
ア
ン

ネ
の
バ
ラ
教
会
の
協
力
を
得
て

い
ま
す
。

第
五
福
竜
丸
資
料

昭
和
２９
年
、
マ
グ
ロ
漁
船
・

第
五
福
竜
丸
の
乗
務
員
２３
人
は
、

ア
メ
リ
カ
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行

っ
た
水
爆
実
験
の
た
め
、
多
量

の
放
射
能
を
含
ん
だ「
死
の
灰
」

を
浴
び
被
爆
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
船
に
降
り
積
も
っ
た
「
死

の
灰
」
や
、
事
件
を
伝
え
る
新

聞
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
第
五

福
竜
丸
平
和
協
会
の
協
力
を
得

て
展
示
し
ま
す
。

折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
折

り
鶴
を
作
っ
て
も
ら
う
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
ま
す
。
折
り
鶴
は
後

日
、広
島
平
和
記
念
公
園
の「
原

爆
の
子
の
像
」に
さ
さ
げ
ま
す
。

ご
家
庭
で
折
っ
た
鶴
も
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

灯
ろ
う
の
絵
を

描
く
コ
ー
ナ
ー

原
爆
犠
牲
者
の
め
い
福
と
世

界
平
和
を
祈
る「
平
和
灯
ろ
う
」

に
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。
鳴

尾
新
川
で
行
う
「
平
和
灯
ろ
う

流
し
」（
左
記
事
参
照
）
な
ど
に

使
用
し
ま
す
。

ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
か

ら
借
用
し
た
原
爆
記
録
映
画「
ヒ

ロ
シ
マ
に
一
番
列
車
が
走
っ

た
」、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

〜
核
戦
争
が
も
た
ら
す
も
の
」

を
上
映
し
ま
す
。

心
に
刻
む
平
和
の
大
切
さ

原
爆
展

ア
ン
ネ
の
バ
ラ

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

８
月
３
日
に
鳴
尾
新
川
で

平
和
灯
ろ
う
流
し

原
水
爆
禁
止
西
宮
市
協
議
会

と
市
、
西
宮
市
原
爆
被
害
者
の

会
は
、「
平
和
灯
ろ
う
流
し
」
を

８
月
３
日
午
後
７
時
か
ら
鳴
尾

新
川
で
行
い
ま
す
（
小
雨

決
行
）。

原
爆
犠
牲
者
と
震

災
犠
牲
者
の
め
い

福
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
う
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
も

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
描
い
た
灯
ろ
う
を

作
っ
て
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
同

協
議
会
へ
。

原
水
爆
禁
止
西
宮
市
協
議

会
と
市
、
市
教
育
委
員
会
、

西
宮
親
子
劇
場
は
、「
親
子
劇

場
映
画
会
」と「
琉
球
芸
能
、

映
画
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
４
歳
未
満
は

入
場
無
料
。
問
合
せ
は
西
宮

親
子
劇
場
（
０
７
９
８
・
３

４
・
２
３
４
１
…
西
宮
市
教

職
員
組
合
内
）
へ
。

�
親
子
劇
場
映
画
会
�

７
月
１９
日
の
午
後
１
時
半
、

３
時
か
ら

フ
レ
ン
テ
ホ
ー

ル
で
。
２１
日
の
午
前

１０
時
半
、
午
後
１
時
か

ら
塩
瀬
公
民
館
で
。
第
二
次

世
界
大
戦
中
、
ハ
ル
ビ
ン
で
過

ご
し
た
少
女
の
目
か
ら
見
た
戦

争
を
描
く
「
え
っ
ち
ゃ
ん
の
せ

ん
そ
う
」
を
上
映
。
入
場
料
は

各
回
８
０
０
円

�
琉
球
芸
能
、映
画
鑑
賞
会
�

７
月
２２
日
の
午
前
１１
時
、
午

後
２
時
か
ら
フ
レ
ン
テ
ホ
ー
ル

で
。
沖
縄
は
い
さ
い
歌
舞
団
に

よ
る
舞
踊
や
三
線（
さ
ん
し
ん
）

演
奏
、
映
画
「
戦
場
ぬ
童
（
い

く
さ
ば
ぬ
わ
ら
べ
）」上
映
。
入

場
料
は
各
回

大
人
１
５
０
０

円
、
大
学
生
１
２

０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
０

０
０
円

親子劇場映画会 名
塩
雁
皮
紙（
が
ん
ぴ
し
）の

琉球舞踊の鑑賞も

４５万人目
の市民が誕生

江
戸
時
代
か
ら
名
塩
一
帯
に
伝
わ
る
手
す
き

和
紙
「
名
塩
雁
皮
紙
（
が
ん
ぴ
し
）
」
が
国
の

重
要
無
形
文
化
財
に
、
そ
の
技
術
を
受
け

継
ぐ
谷
野
武
信
さ
ん
（
名
塩
２
丁
目
）

が
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人

間
国
宝
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

谷
野
さ
ん
は
、
５０
年
以

上
も
の
間
紙
す
き
業

に
力
を
注
い
で

き
て
い
ま
す
。
地
元
産

の
泥
を
混
ぜ
る
こ
と
で
淡

い
色
付
け
が
可
能
と
な
る「
間

似
合
紙
（
ま
に
あ
い
し
）
」
を

す
く
こ
と
を
得
意
と
し
て
い

ま
す
。谷
野
さ
ん
の
作
品
は
、

日
光
東
照
宮
（
日
光
市
）
や

二
条
城（
京
都
市
）、
桂
離
宮

（
京
都
市
）
、
兼
六
園
（
金
沢

市
）
な
ど
の
文
化
財
の
修
復

に
使
わ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
は
社
会
教
育
・
文

化
財
課
（
０
７
９
８
・
３
３

・
１
２
９
８
）
へ
。

上甲東園２丁目の向芝麻結ちゃん

西
宮
市
の
人
口

が
４５
万
人
を
超
え
ま

し
た
�
―
そ
の
４５
万
人

目
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
上
甲

東
園
２
丁
目
の
向
芝
（
む
こ

う
し
ば
）光
広
、春
美
さ
ん
夫
婦

の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
麻
結

（
ま
ゆ
）
ち
ゃ
ん
。
６
月
１１
日

に
西
宮
市
立
中
央
病
院
で
出
生

し
、
１７
日
に
出
生
届
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。山
田
市
長
は
早
速
、

お
祝
い
の
た
め
に

向
芝
氏
宅
を
訪
問

し
、「
文
教
住
宅
都
市
を

基
調
と
す
る
個
性
的
な
都

市
を
目
ざ
し
、
発
展
し
つ
つ

あ
る
本
市
の
記
念
す
べ
き
市

民
と
し
て
お
祝
い
し
ま
す
。

す
こ
や
か
に
成
長
さ
れ
ま
す

よ
う
に
」と
話
し
、記
念
の
ア

ル
バ
ム
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
、
市
外
転
出
者
が

増
え
、
本
市
の
人
口
は
４０
万

人
を
切
る
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
進

む
に
つ
れ
順
調
に
人
口
も
回

復
し
、
震
災
以
前
の
数
字
を

上
回
り
、
６
月
１７
日
、
つ
い

に
４５
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

全
国
で
は
、
石
川
県
金
沢
市

に
次
い
で
３２
番
目
、
県
下
で

は
、
神
戸
市
、

姫
路
市
、
尼
崎

市
に
次
い
で
４

番
目
の
人
口
規

模
で
す
。

問
合
せ
は
情

報
公
開
室
（
０

７
９
８
・
３
５

・
３
５
０
４
）

へ
。

練達した技がさえます

麻結ちゃんを囲んで、おめでとう�

谷
野
さ
ん
が

人
間
国
宝


